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 滋賀学園高等学校 

 

非常変災その他緊急事態に伴う臨時休業について(お知らせ) 

 

本校におきましては、台風などによる非常変災の発生やそのおそれがある時は、生徒の安全を確保するた

め、臨時休業等の措置をとります。その際の対応を下記のとおりとしております。ご理解たまわりますよう

お願い申しあげます。 
 

記 
  

１ 気象警報等発表時の対応                                        

気象警報等が発表された場合、生徒の安全確保を最優先とし、次のとおり対応します。 

なお、本校に関係する対象地域は「滋賀県全域」・「滋賀県南部」・「東近江」・「東近江市」とします。 

(１) 気象警報発表時の対応 

①当日午前６時の時点で本校の対象地域において次のいずれかが発表されている場合は、 

その日は臨時休業(休校)とします。 

・「特別警報（警戒レベル５）」 

・「大雨危険警報（警戒レベル４）」 

・「愛知川に対し氾濫危険警報（警戒レベル４）」 

・「土砂災害危険警報（警戒レベル４）」 

・「暴風を含む警報」 

②当日午前６時以降に上記の警報が発表された場合、又は発表が予想される場合は、校長の判断により 

臨時休業（休校）、教育活動の中止又は下校等の措置を講じることがあります。 

③台風の接近、大雨その他の気象状況により、生徒の安全確保が困難であると校長が判断した場合は、 

前日までに臨時休業（休校）とすることがあります。その場合は、BLEND等により連絡します。 

(２) 公共交通機関の運行状況による対応 

当日午前６時の時点で、JR能登川駅を発着する琵琶湖線の列車が次のいずれかの状況にある場合は、 

その日は臨時休業(休校)とします。 

・「運休」 

・「運転見合わせ(運転再開の見込みが立っていない場合)」 

ただし、次の場合は臨時休業(休校)の対象とはしません。 

「一時的な運転見合わせ」 「列車の遅延」 「間引き運転(本数を減らしての運行)」 

「JR琵琶湖線の一部区間のみの運休又は運転見合わせで、JR能登川駅を発着する列車の運行が継続 

されている場合（遅延を含む）」 

(３)スクールバスの運行状況による対応 

①気象状況、道路状況その他の事情により、スクールバスの安全な運行が困難であると校長が判断し 

た場合は、その日は臨時休業（休校）とします。 

②スクールバスの安全な運行が困難となることが予想され、生徒の安全確保が困難であると校長が判 

断した場合は、前日までに臨時休業（休校）を判断することがあります。 
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(４)その他 

①本校が臨時休業（休校）とならない場合であっても、生徒の居住地域に特別警報（警戒レベル５）、 

大雨危険警報（警戒レベル４）、土砂災害危険警報（警戒レベル４）、氾濫危険警報（警戒レベル４） 

若しくは暴風を含む警報が発表されている場合、又は気象状況、道路状況その他の事情により登校に 

危険が伴うと保護者が判断した場合は、生徒を自宅待機させることができます。この場合は、公認欠 

席扱いとします。※ 保護者は、速やかに学校へ状況を連絡してください。 

②公共交通機関が大幅に乱れた場合は、運転再開後、安全を確認したうえで登校してください。 

また、利用する公共交通機関が運休し、運転再開の見込みが立たない場合は、当該生徒を公認欠席扱 

いとします。※この場合、保護者は速やかに学校へ状況を連絡してください。 

③災害の状況や気象状況、公共交通機関の運行状況、通学路の安全状況等から、生徒の帰宅が困難で 

あると認められる場合は、校内待機等の措置を講じ、生徒の安全確保に努めます。 

④休日等に実施する部活動、講習その他の教育活動についても、本規程に準じて対応します。 

⑤警報等の発表状況については、テレビ、ラジオ、インターネットその他の公的な情報媒体により各 

家庭で確認してください。 
 

２ 地震発生時の対応                                                

一定震度以上の地震が発生した場合、生徒の安全確保を最優先とし、次のとおり対応します。 

(１)地震発生時の対応 

前日午後５時から当日午前８時３０分までの間に、東近江市において震度５弱以上の地震を観測した 

場合は、その日は臨時休業(休校)とします。 

ただし、施設の安全確認、交通機関の運行状況および周辺地域の状況等を総合的に判断し、安全が確保 

できると校長が認めた場合は、平常どおり教育活動を実施することがあります。 

(２)公共交通機関の運行状況による対応 

当日午前６時の時点で、JR能登川駅を発着する琵琶湖線の列車が次のいずれかの状況にある場合は、 

その日は臨時休業(休校)とします。 

・「運休」 

・「運転見合わせ(運転再開の見込みが立っていない場合)」 

ただし、次の場合は臨時休業(休校)の対象とはしません。 

「一時的な運転見合わせ」 「列車の遅延」 「間引き運転(本数を減らしての運行)」 

「JR琵琶湖線の一部区間のみの運休又は運転見合わせで、JR能登川駅を発着する列車の運行が継続 

されている場合（遅延を含む）」 

(３)スクールバスの運行状況による対応 

道路の損壊、交通規制その他の事情により、スクールバスの安全な運行が困難であると学校が判断した 

場合は、その日は臨時休業(休校)とします。 

(４)その他 

①生徒の居住地域において震度５弱以上の地震を観測した場合、又は震度５弱未満であっても建物被 

害、道路状況、余震の発生状況その他の事情により登校に危険が伴うと保護者が判断した場合は、安 

全を最優先に考え、登校を見合わせることができます。この場合、当該生徒は公認欠席扱いとします。 

※この場合、保護者は速やかに学校へ状況を連絡してください。 
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②公共交通機関が大幅に乱れた場合は、運転再開後、安全を確認したうえで登校してください。 

また、利用する公共交通機関が運休し、運転再開の見込みが立たない場合は、当該生徒を公認欠席扱 

いとします。※この場合、保護者は速やかに学校へ状況を連絡してください。 

③生徒の登校後に震度５弱以上の地震が発生した場合、または大規模な被害の発生が予想される場合 

は、校長の判断により教育活動を中止し、下校または校内待機等の措置を講じます。 

また、交通機関の運行状況や通学路の安全状況等から生徒の帰宅が困難であると認められる場合は、 

校内待機等の措置を講じ、生徒の安全確保に努めます。 
 

３ 武力攻撃事態等発生時の対応                              

武力攻撃事態等に関する警報が発令された場合、生徒の安全確保を最優先とし、次のとおり対応します。 

(１)武力攻撃事態等による警報発令時の対応 

前日午後５時から当日午前８時３０分までの間に、東近江市を含む地域において、国民保護法(武力攻 

撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律)に基づく警報の伝達があった場合は、 

その日は臨時休業(休校)とします。 

ただし、関係機関からの情報、地域の状況その他の事情を総合的に判断し、安全が確保できると校長 

が認めた場合は、平常どおり教育活動を実施することがあります。 

(２)その他 

生徒の登校後に武力攻撃事態等による警報の伝達があった場合は、校長の判断により教育活動を中止 

し、校内待機、避難その他必要な安全確保措置を講じます。 
 

４ 熱中症特別警戒情報発表時の対応                            

熱中症による健康被害の防止および生徒の安全確保を最優先とし、次のとおり対応します。 

(１)熱中症特別警戒情報発表時の対応 

滋賀県に「熱中症特別警戒情報(熱中症特別警戒アラート)」が発表された場合は、 

その日は臨時休業(休校)とします。※前日の午後２時頃に翌日の情報が発表 

(２)その他 

熱中症特別警戒情報が発表されていない場合であっても、暑さ指数(WBGT)、気象状況その他の状況を総 

合的に判断し、生徒の安全確保が困難であると校長が認めた場合は、教育活動の縮小、中止または臨 

時休業(休校)等の措置を講じることがあります。 
 

５ その他                                        

・スクールバス運行については、「バスどこ」にて連絡いたしますので、ご確認ください。 

・本規程に定めるもののほか、災害の状況、交通機関の運行状況その他特別な事情がある場合は、生徒 

の安全確保を最優先とし、校長の判断により別途対応することがあります。 

なお、その際は、BLEND等を通じて、保護者および生徒へ速やかに連絡します。 


